
幼児教育指導法
Teaching Method of Children Education330332064 山﨑典子 専門 2 必修 3後期

科目の概要

５領域の内容を理解し、具体的に指導計画について学ぶ中で、子どもへの言葉がけや、保育者の援助、環境構成の重要性などを習得
する。様々な教育法について知ることで、玩具や教材の役割を知る。これまでに学んだ様々な内容から、実際に指導案を立て、子ど
もたちの社会性や学びの基本を育てられるように学修する。そして模擬保育や実習で実践できるようにする。
DP２・３に示されるように、子どもの教育をする人として自らを高め教育現場、保育現場に立てるよう取り組んでいく。

学修内容 到達目標

① 今まで学んできた５領域の保育内容を振り返り、幼児
教育の基本的内容について学修する。
② 模擬保育を通して、サークルタイム・構成遊び・机上
の遊び・役割遊びなどの知識や技術を学修する。
③ 指導案の書き方を理解し、何を書けばよいか具体的に
学修する。
④ テーマを持った体験保育の実践について学ぶ
⑤ 今求められている子ども主体の教育について考察する

① ５領域の保育内容並びに全体構造を理解でき、それを活用
し課題の解決をする。
② 年齢に応じたサークルタイム・構成遊び・机上の遊び・役
割遊びの内容を調べ習得することができる。
③ 指導計画の根拠や意義を知り、指導案を作成する力を身に
つけ、問題点を発見し改善する努力ができる。
④ ESDやSDGzから導き出す保育の実際の提案や、収集した情
報を使い活用し、創造し、工夫できる。
⑤ ドキュメンテーションの利用やプロジェクト型保育を知り
子ども主体の保育について説明することができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 今まで学んできた保育に関する授業を振り返り、教科書やノート使って自己学修すること
ができる。

働きかけ力

実行力 実習経験から、具体的に指導計画を作成することができる。

考え抜
く力

課題発見力 模擬保育を通して、問題点を見つけ次の実習につなげることができる。

計画力

創造力 保育者として必要な知識や技術（サークルタイム・構成遊び・机上の遊び・役割遊び）を
理解し積極的に構築できる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

テーマを持った保育について、学んだ事をプレゼンテーションすることができる。

他者の意見を取り入れ、自らの意見をまとめることができる。

グループワークや課題提出日などルールを守ることができる

テキスト及び参考文献

資料をプリントし適宜配布する。
参考になる文献の紹介や現場の子どもたちの活動を動画や写真で観る。
動画「東仙台シュタイナー虹の子ども園の取り組み」

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：「幼児教育指導法」は保育内容総論、保育原理、保育内容５領域で学んだ様々な内容から、実際の指
導案を立て模擬保育や実習で実践できるようにする。
関連する資格：保育士

学修上の助言 受講生とのルール

保育所保育指針の解説に目を通す。
保育実習１の日誌や指導案に目を通しておく。
授業内での提出物については、提出方法の説明をよく聞く。
アイデアを持って子どもと体験保育ができるよう、様々なことに積
極的に取り組む。

授業で配布する資料は丁寧にまとめる。
遅刻(遅刻3回を欠席1回)や、欠席はしないよう心がけること。
授業中の私語は慎み、授業中に寝ていて、授業に参加していないと判断した場合は
欠席とする。
復習・予習をし講義ノートを適確にまとめる。
積極的なグループワークの取り組みをする。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

様々な指導法を知ることができ、習得した知識や技術をア
イデアを持って活用することができている。
作成した指導案に基づいて、模擬保育をおこなうことがで
きる。
模擬保育を振り返り、その良い点と改善すべき点を的確に
記述することができている。
ルールをしっかり守って、意欲的に授業に臨むことができ
る。

様々な指導法を知り、自ら調べることができている。
模擬保育をおこなうことができる。
模擬保育を振り返り、良い点と改善すべき点を記述するこ
とができている。
私語等をしないで授業を受けていた。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓

50

テーマを考え、保育を組み立てることができる。プロジェクト型保
育、机上遊びや構成遊びなどの保育内容、伝承遊びの様々を考えた
り、実践してみることから、「保育の質を高めるとは」について考
えることができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

① ✓

40

学んだことを整理して指導案を書く。指導案に基づき保育の実際を
考えることができる。
自己の課題を自覚し、課題克服に向けて成長しようとする意欲、態
度を養うことができる。
テーマを持った保育をESDやSDGzから導き出す。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

主体性：様々な指導法に積極的に取り組むことができる
実行力：子どもの発達段階を踏まえ、教材を提案できる
課題発見力：授業の中で保育者として必要な子どもと共に生活する技
術を習得する
創造力：指導案作成の際にアイデアを提案することができる
発信力：意見を述べたり、発表したりできる
傾聴力：話しやすい雰囲気をつくり、他者の意見を確認し、自分の意
見を述べる。
規律性：グループワークでは迷惑をかけない。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



様々な指導法を知り、自ら調べることができている。
模擬保育をおこなうことができる。
模擬保育を振り返り、良い点と改善すべき点を記述するこ
とができている。
私語等をしないで授業を受けていた。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
・子どもを理解すると
いうことについて学ぶ
・サークルタイム

講義
サークルタイム

授業の目的と内容につ
いて理解できる。

（予習）
実習を振り返る。
（復習）
配布したプリント読み
自分の考えをまとめる 180

主体性
発信力
傾聴力

2

様々な教育法について
知る
・保育における様々な
教育方法を知り、その
重要性について学ぶ。
・フレーベルの教育方
法について知る

講義 フレーベルの教育方法
における専門性を高め
るためには、どのよう
にしたら良いのか、そ
の重要性について考え
ることができる。

（予習）
フレーベルについて調
べて授業に臨む。
（復習）
フレーベルの恩物から
導き出す指導案を作成
する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

3

幼児の活動の実際を視
聴する。
遊びの提案の大切さや
意味を学ぶ。
シュタイナー教育につ
いて知る。

講義
視聴　　園児の遊びの
様子
　　　「東仙台シュタ
イナー虹の子ども園の
取り組み」
グループワーク

グループで学びながら
子ども理解を深める、
自分の意見を伝えるこ
とができる。動画を見
て考えた事をまとめ
る。

（予習）
まとめた内容の確認を
しておく
（予習）
視聴内容を考察し、レ
ポート作成をする。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

4

モンテッソーリ教育に
ついて考える。
教具について理解す
る。

講義
グループワーク

教具の遊び方を知りそ
こから考えられる子ど
もへの提案を指導案に
する。

（予習）
モンテッソーリについ
て調べて授業に臨む。
（復習）
教具で遊んで感じた事
をレポートにまとめ、
クラスルームに提出す
る。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力

5

[環境」をテーマに考
える保育を、領域に照
らし合わせて、部分実
習計画を立てる。

講義
グループワーク

子どもたちの活動に対
する配慮と援助につい
て知ることができる。
指導計画を作ることが
できる。

（予習）
環境について考えをま
とめて授業に臨む。
（復習）
指導案作成や学んだこ
とをプリントにまとめ
る。

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

6

子どもの育ちに即した
援助について具体的な
事例をあげて学ぶ。
「机上遊び」を可能に
するための計画を立て
る。
実際に机上遊びを通し
てルールのある遊びに
ついて考える。

講義
グループワーク
前回のフィードバック

子どもたちの活動に対
する配慮と援助につい
て知ることができる。
指導計画を作ることが
できる。

（予習）
作成した指導案の訂正
や他の人の意見をまと
めておく。
（復習）
「机上の遊び」を可能
にするための計画を立
てる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

7

作成した指導計画に基
づいて発表する
他の人の発表を聞き相
手の意見や考えや理解
し尊重することができ
る。

講義
発表

他の人の発表を聞き、
理解や尊重をする。そ
の内容について自分な
りの考えをもつことが
できる。

（予習）
発表の内容をプリント
にまとめる。
（復習）
課題や発見を見出し今
後に活かすことができ
る。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

課業について考える。
・課業の意味
・遊びの継続

前回のフィードバック
講義
グループワーク

課業活動に対する配慮
と援助について知るこ
とができる。
課業案を作ることがで
きる。

（予習）
サークルタイムの準備
をする。
（復習）
課業案の課題や発見を
見出しプリントにまと
める。

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

子どもの育ちに即した援助に
ついて具体的な事例をあげて
学ぶ。
「絵本を通して豊かな体験保
育」を可能にするための計画
を立てる。
・絵本の教材としての重要性
・絵本からひろがる世界を子
どもたちとどのように体験す
るのかを知る。

講義
グループワーク

絵本からひろがる世界
を想像できる。実際の
保育現場の様子を見て
理解する。

（予習）
絵本の様々な種類につ
いて何冊かあげられよ
うに準備をしておく。
（復習）
ひろがる世界が実現で
きる絵本を考えてクラ
スルームに提出。

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

10

机上遊びについて考え
る。
・なぜ机上遊びが必要
なのか、継続する遊び
の内容について、年齢
を追って考える

講義
グループワーク
動画鑑賞

様々な机上遊びや、現
場での子どもの様子な
どをみながら、子ども
理解を深める。

予習）
机上遊びについてプリ
ントにまとめる。
（復習）
机上遊びの提案を指導
案にまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

11

「豊かな表現活動を実
践する」
伝承遊びについて考え
る。
コダーイ・システム/
オルフ・シュールベル
グで表現活動を実践す
る方法を学ぶ。

講義
グループワーク

コダーイ・システム/
オルフ・シュールベル
グで表現活動を知る。
ハンガリー保育につい
ての理解を深める。

（予習）
わらべうたについて調
べる
（復習）
「わらべうた」や「リ
ズム遊び」を通して学
べることを講義ノート
にまとめる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

12

プロジェクト型保育に
ついて」
・テーマを持って保育
することや、社会の動
向から子どもたちと考
えられることを模索す
る

講義
グループワーク

保育ウエブについて知
る。そこからプロジェ
クトの意義を探り出
す。

（予習）
様々な社会の出来事を
考える
（復習）
SDGsから考える部分実
習案を考えてみる

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

13

「プロジェクト型保育
について」
・テーマを持って保育
することや、社会の動
向から子どもたちと考
えられることを模索す
る
・発表できるように準
備を進めていく

講義
グループワーク
ESDの動画・SDGsの動
画の鑑賞。

グループ発表に向けて
意見を出し合い、準備
を進めていくことがで
きる。

（予習）
発表に向け準備を続け
ていく。
（復習）
動画を見て感想をまと
めプリントにまとめ
る。

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

14

作成した指導計画に基
づいてグループ発表す
る
他のグループの発表を
聞き相手の意見や考え
や理解し尊重すること
ができる。

講義
グループ発表

他のグループの発表を
聞き、理解や尊重をす
る。その内容について
自分なりの考えをもつ
ことができる。

（予習）
発表できるように準備
をする
（復習）
自分の考えをまとめ、
他のグループの内容に
ついて考察する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

15

「今一度子どもを指導すると
いうことについて考える。」
・子どもが遊びを継続できる
ための環境の設定について考
え、そのための様々な指導方
法を考察する。
まとめ
「子どもの実際の活動から幼
児教育に必要なことをまとめ
る。」

講義 自分の考えをまとめ、
遊びの必要性をまとめ
ることができる。
学修成果を各自が確認
し、今後に向けての課
題を見出すことができ
る。

（予習）
遊びの継続について考
える。
（復習）
課題や発見を見出し今
後に活かすことができ
る。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

120

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力


